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特
別
寄
稿

く
の
苦
学
生
の
面
倒
を
見
た
。
音
楽
家
の
山
田

耕
筰
、
学
者
の
石
原
純
・
謙
兄
弟
、
画
家
で
は

岸
田
英
作
、
岸
田
劉り

ゅ
う

生せ
い

な
ど
は
、
そ
の
出
身
者

で
あ
る
。
劉
生
は
、「
田
村
直
臣
七
十
歳
記
念

之
像
」（
油
彩
画
、
１
９
２
７
年
）
を
残
し
、

耕
作
は
、
葬
儀
（
巣
鴨
教
会
）
に
お
い
て
オ
ル

ガ
ン
奏
楽
で
恩
師
を
送
っ
た
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
田
村
の
存
在
は
今
で
は

ま
こ
と
に
影
が
薄
い
。
名
前
の
読
み
方
に
し
て

も
、
異
説
（
な
お
み
）
が
あ
る
位
で
あ
る
。

「
築
地
バ
ン
ド
」

　

田
村
は
自
伝
で
告
白
す
る
。「
恐
ら
く
は
私
程
、

波
瀾
多
き
、
戦
闘
的
生
涯
を
送
っ
た
者
は
な
か

ら
う
。
私
の
生
涯
は
、
実
に
誤
解
と
迫
害
と
の

絵
巻
物
で
あ
っ
た
」
と
。「
戦
闘
的
生
涯
」
の

幕
開
け
は
、
築つ

き

地じ

大
学
で
あ
る
。
大
阪
か
ら
東

京
に
出
て
、
同
塾
で
宣
教
師
の
Ｃ
・
カ
ロ
ザ
ー

ス
の
指
導
を
受
け
た
。
彼
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
を

学
び
、
信
徒
、
つ
い
で
牧
師
と
な
っ
た
。

　

こ
こ
で
育
っ
た
、
原
胤た

ね

昭あ
き

を
始
め
と
す
る
信

仰
上
の
仲
間
を
田
村
は
「
築
地
バ
ン
ド
」
と
呼

ぶ
。
の
ち
に
同
志
社
神
学
校
に
入
学
す
る
長お

さ

田だ

時
行
も
築
地
大
学
の
同
窓
で
あ
る
。

「
三
村
」、
も
し
く
は
「
四
村
」

　

田
村
直な

お

臣お
み

（
１
８
５
８
〜
１
９
３
４
）
は
、

キ
リ
ス
ト
教
界
で
は
、
知
名
の
牧
師
で
あ
っ
た
。

植
村・
正
久
、
松
村・
介か

い

石せ
き

と
共
に
「
三
村
」、
あ

る
い
は
内
村
鑑
三
を
加
え
た
「
四
村
」
の
ひ
と

り
と
さ
れ
た
。

　

交
遊
関
係
も
多
彩
で
あ
っ
た
。「
札
幌
バ
ン

ド
」
を
代
表
す
る
内
村
や
「
横
浜
バ
ン
ド
」
の

総そ
う

帥す
い

で
あ
る
植
村
と
の
交
際
は
言
う
に
及
ば
ず
、

小
崎
弘
道
や
海
老
名
弾だ

ん

正じ
ょ
う

（
い
ず
れ
も
同
志
社

社
長
）
を
始
め
、「
熊
本
バ
ン
ド
」（
同
志
社
系
）

の
面
々
と
も
、
繋
が
り
が
深
か
っ
た
。

　

半
世
紀
に
わ
た
っ
て
ひ
と
つ
の
教
会
（
現
日

本
キ
リ
ス
ト
教
団
・
巣
鴨
教
会
）
の
牧
師
を
務

め
た
点
で
は
、
大
阪
教
会
の
宮
川
経つ

ね

輝て
る

（「
熊

本
バ
ン
ド
」）
と
双
璧
を
な
す
。

　

指
導
し
た
数
多
い
信
徒
の
中
で
は
、
北
村
透と

う

谷こ
く

が
著
名
で
、
洗
礼
を
施
し
、
結
婚
式
の
司
式

も
し
た
。
留
学
を
含
め
て
渡
米
は
七
度
、
渡
欧

も
三
度
と
い
う
海
外
通
で
も
あ
る
。さ
ら
に「
子

供
狂
」
と
の
異
名
を
取
る
ほ
ど
、
児
童
文
学
や

日
曜
学
校
（
現
こ
ど
も
の
教
会
）
で
は
、
稀
有

の
先
駆
者
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、「
自
営
館
」（
寄
宿
舎
）
を
建
て
、
多

４
年
11
月
に
横
浜
に
帰
国
し
た
直
後
に
始
ま
る
。

「
新
島
襄
先
生
は
、米
国
に
於お

い

て
按
手
礼
を
受
け
、

宣
教
師
の
冠
を
頂
き
帰
国
せ
ら
れ
、
我
等
は
初

め
て
東
京
に
於
て
、
先
生
の
尊
顔
に
接
し
た
」

と
田
村
は
回
顧
す
る
。

　

田
村
が
次
に
新
島
に
会
え
た
と
す
れ
ば
、
１

８
７
８
年
３
月
か
１
８
８
０
年
夏
で
あ
る
。
前

者
の
場
合
、田
村
が
牧
師
を
し
て
い
た
教
会（
当

時
の
名
称
は
、
銀
座
教
会
）
の
礼
拝
に
、
東
京

出
張
中
の
新
島
が
参
加
し
て
い
る
。
後
者
の
場

合
、
今
度
は
田
村
が
、
大
阪
に
出
向
き
、
第
二

回
全
国
基
督
教
信
徒
親
睦
会
に
参
加
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
両
回
と
も
二
人
が
会
っ
た
と
す
る
記

録
は
な
い
。

　

面
談
が
確
実
な
の
は
、
１
８
８
５
年
、
ニ
ュ

　

以
後
、
田
村
は
「
横
浜
バ
ン
ド
」（
特
に
植

村
派
）
か
ら
批
判
、
攻
撃
、
あ
る
い
は
差
別
さ

れ
続
け
た
。「
横
浜
バ
ン
ド
」
と
同
根
で
あ
っ

た
ば
か
り
に
、
完
全
な
非
主
流
派
へ
と
追
い
や

ら
れ
た
の
で
あ
る
。「
築
地
バ
ン
ド
」
の
父
、

カ
ロ
ザ
ー
ス
の
人
間
性
や
指
導
力
不
足
が
、
こ

れ
に
輪
を
か
け
た
。
Ｊ
・
Ｃ
・
ヘ
ボ
ン
や
フ
ル

ベ
ッ
キ
は
も
ち
ろ
ん
、
植
村
や
井
深
た
ち
を
育

て
た
Ｊ
・
Ｈ
・
バ
ラ
や
Ｓ
・
Ｒ
・
ブ
ラ
ウ
ン
と

い
っ
た
宣
教
師
と
比
べ
て
、
資
質
面
で
大
い
に

問
題
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
、「
築
地
バ
ン
ド
」
は
、

日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
三
大
源
流
と
見
な
さ
れ

る
三
つ
の
バ
ン
ド
（
札
幌
、
横
浜
、
熊
本
）
と

比
べ
た
場
合
、
見
劣
り
が
す
る
ば
か
り
か
、
評

価
も
低
い
。

新
島
襄
と
の
交
流

　

で
は
、
新
島
襄
と
の
関
係
は
ど
う
か
。
植
村

や
内
村
と
の
交
際
ほ
ど
、
深
く
は
な
い
も
の
の
、

田
村
に
は
新
島
を
敬
慕
す
る
気
持
ち
は
強
烈
で

あ
っ
た
。新
島
死
後
に
生
ま
れ
た
次
男
に
「
襄
」

と
名
づ
け
て
い
る
。
三
男
も
「
襄
次
」
で
あ
る
。

　

田
村
と
新
島
の
出
会
い
は
、
新
島
が
１
８
７

　

田
村
は
教
派
的
に
は
、
当
初
は
長
老
派
（
改

革
派
）
の
「
横
浜
バ
ン
ド
」
と
ほ
ぼ
一
体
で
あ

る
。
長
老
派
の
神
学
校
で
も
、
植
村
や
井
深
梶

之
助
ら
と
同
窓
で
あ
る
。
か
れ
ら
三
人
は
、
所

属
教
会
こ
そ
異
な
っ
て
は
い
た
が
、按
手
礼（
牧

師
任
職
式
）
を
受
け
た
の
は
同
日
、
し
か
も
三

人
と
も
Ｇ
・
Ｈ
・
Ｆ
・
フ
ル
ベ
ッ
キ
か
ら
で
、

ま
さ
に
「
同
期
」
で
あ
っ
た
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
田
村
は
、
自
己
の
立
ち
位

置
を
、地
域
的
に
も
教
派
的
に
も
一
番
近
い「
横

浜
バ
ン
ド
」
と
は
、
あ
え
て
峻
別
す
る
。「
築

地
バ
ン
ド
」
と
し
て
一
線
を
画
そ
う
と
す
る
の

は
、
植
村
正
久
と
の
確
執
か
ら
で
あ
る
。

　

日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
界
で
た
え
ず
主
流
を
占

め
続
け
た
の
は
、「
横
浜
バ
ン
ド
」
で
あ
る
。

な
か
で
も
、
そ
の
先
頭
に
立
ち
、
い
わ
ば
「
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
法
王
」
と
も
言
う
べ
き
は
、

植
村
で
あ
っ
た
。

　

青
年
時
代
、
こ
の
植
村
と
は
肝
胆
相
照
ら
し

た
関
係
に
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
教
会
合

同
運
動
、
つ
い
で
「
日
本
の
花
嫁
」
事
件
で
、

田
村
は
植
村
と
正
面
衝
突
を
し
た
。
そ
の
た
め
、

田
村
は
植
村
が
率
い
る
教
団（
日
本
基キ

リ

督ス
ト

教
会
）

か
ら
除
名
処
分
を
受
け
た
ば
か
り
か
、
牧
師
身

分
ま
で
剥
奪
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

特 別 寄 稿

新島襄と田村直臣
─「築地バンド」との秘められた交遊─

本
もと

井
い

 康
やす

博
ひろ

（元大学神学部教授）

田村直臣
（撮影年月日は不詳。本学神学部蔵）
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特
別
寄
稿

り
を
温
め
る
に
は
、
最
も
好
い
機
会
で
あ
っ
た
。

其そ

れ
に
、
組
合
、
一
致
両
教
会
の
結
婚
談
〔
合

同
運
動
〕
の
最
中
で
あ
っ
て
、
先
生
と
私
と
は
、

地
位
も
違
ふ
が
、
組
合
、
一
致
の
両
教
会
の
結

婚
に
は
、
二
人
乍
ら
〔
共
に
〕
正
反
対
〔
合
同

反
対
〕
の
意
見
を
持
し
て
居
っ
た
。
故
に
、
東

西
に
於
て
反
対
の
意
見
を
一
つ
に
し
て
居
っ
た

者
が
、
共
に
意
見
を
交
換
す
る
の
で
、
其
の
談

話
に
非
常
な
興
味
が
あ
っ
た
」。

　

ふ
た
り
は
、
お
り
し
も
教
会
合
同
運
動
を
強

引
に
進
め
る
植
村
の
や
り
口
を
批
判
し
て
、
溜

飲
を
下
げ
た
に
違
い
な
い
。「
両
雄
並
び
立
た

ず
」
と
ば
か
り
、
新
島
と
植
村
は
波
長
が
合
わ

な
か
っ
た
。

　
宗
派
主
義

　

田
村
が
新
島
に
も
っ
と
も
共
鳴
を
寄
せ
る
の

は
、
そ
の
教
派
観
で
あ
る
。
田
村
が
、
自
分
に

近
い
植
村
を
執
拗
に
批
判
す
る
要
因
も
、
植
村

が
抱
く
教
派
観
に
あ
る
。「
築
地
バ
ン
ド
」
が

特
定
の
教
派
主
義
（
当
初
は
長
老
主
義
、
つ
い

で
独
立
主
義
）
に
立
っ
た
の
に
対
し
て
、「
横

浜
バ
ン
ド
」
が
当
初
、「
無
宗
派
主
義
」（
い
わ

ゆ
る
公
会
主
義
）
を
理
想
と
し
た
た
め
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
新
島
は
、
終
始
一
貫
、
組
合

９
年
の
夏
（
新
島
逝
去
の
五
か
月
前
）
で
あ
る
。

場
所
は
、
同
志
社
を
会
場
に
開
か
れ
た
「
夏
期

学
校
」
で
あ
る
。
田
村
は
記
す
。

　
「
同
志
社
学
校
は
、
校
長
新
島
襄
先
生
の
熱

心
と
人
格
と
を
慕
ひ
、
学
生
は
全
国
よ
り
集
合

し
て
来
て
、
日
の
出
の
勢
で
あ
っ
た
。
其
れ
に
、

リ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
ル
は
屡

し
ば
し
ば

起
り
、
宗
教
的
活
気

は
学
生
間
に
充
満
し
て
居
っ
た
。
第
一
回
夏
期

学
校
を
開
く
に
は
、
同
志
社
学
校
は
実
に
適
当

な
場
所
で
あ
っ
た
。

　

全
国
の
教
職
者
〔
牧
師
・
伝
道
者
〕
達
は
、

基
督
者
、
学
生
達
は
、
心
を
一
つ
に
し
て
講
堂

〔
チ
ャ
ペ
ル
〕
に
集
り
、
新
島
先
生
の
力
あ
る
、

血
あ
る
、
涙
あ
る
開
校
の
辞
を
耳
に
し
た
。
其

の
先
生
の
開
校
の
辞
を
聴
く
だ
け
で
も
、
百
里

の
道
を
遠
し
と
せ
ず
し
て
、
西さ

い

京き
ょ
う

〔
京
都
〕
に

来
た
価
値
は
、
確
に
あ
っ
た
。

　

夏
期
学
校
の
中
心
人
物
は
、
新
島
先
生
で
あ

っ
た
。
夏
期
学
校
に
於お

い

て
、
先
生
の
声
を
聴
い

た
の
は
、
是こ

れ
が
初
め
で
終
で
あ
っ
た
」。

　

会
期
中
、
田
村
は
も
ち
ろ
ん
新
島
と
面
談
し

て
い
る
。
と
り
わ
け
、
当
時
、
進
行
中
の
教
会

合
同
運
動
に
つ
い
て
、
意
見
を
交
わ
す
絶
好
の

機
会
と
な
っ
た
。「
私
は
此こ

の
第
一
回
夏
期
学

校
会
場
〔
同
志
社
〕
に
来
り
、
再
び
先
生
と
交

ー
ヨ
ー
ク
州
で
あ
る
。
田
村
は
、
回
想
す
る
。

　
「
先
生
と
私
と
は
、〔
関
西
と
関
東
と
い
う
〕

遠
隔
の
地
に
居
っ
た
か
ら
、
屡

し
ば
し
ば

交
る
機
会
は

な
か
っ
た
が
、
先
生
が
病
気
保
養
の
為
、
再
び

米
国
に
渡
ら
れ
た
時
、
ク
リ
フ
ト
ン
・
ス
プ
リ

ン
グ
の
養
生
院
〔
Ｎ
Ｙ
州
ク
リ
フ
ト
ン
・
ス
プ

リ
ン
グ
ス
の
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
〕
に
病
を
養
っ
て

居
ら
れ
た
。
当
地
は
私
の
居
っ
た
学
校
〔
オ
ー

バ
ー
ン
神
学
校
〕
か
ら
遠
く
も
な
か
っ
た
か
ら
、

一
日
、
枕
を
携た

ず
さ帯

へ
、
オ
ー
ボ
ン
学
校
の
寄
宿

舎
の
ソ
フ
ァ
ー
に
臥
し
な
が
ら
、
終
日
、
私
の

部
屋
に
於
て
、
共
に
語
り
、
共
に
話
し
、
非
常

に
懇
意
に
な
っ
て
居
っ
た
」（〔　

〕
は
本
井
。

以
下
同
）。

　
「
私
は
先
生
と
快
談
を
し
た
」。

　

一
方
、
新
島
も
日
記
に
、「
ク
リ
フ
ト
ン
を

朝
九
時
に
発
っ
て
、
オ
ー
バ
ー
ン
に
向
か
う
。

神
学
校
に
田
村
氏
を
訪
ね
る
」
と
か
、「
カ
ナ

ン
ダ
ゴ
の
ラ
イ
ス
夫
人
に
会
う
。
東
京
の
田
村

氏
の
友
人
で
あ
る
」、「
田
村
氏
に
も
手
紙
を
書

く
」
と
記
す
。

夏
期
学
校

　

田
村
と
新
島
と
の
最
後
の
面
談
は
、
１
８
８

い
に
違
ふ
處
が
あ
っ
た
。
横
浜
の
無
宗
派
主
義

の
教
会
は
、〔
ア
メ
リ
カ
留
学
中
の
〕
新
島
先

生
に
対
し
て
牧
師
の
招
待
状
を
米
国
に
送
っ
た

と
主
張
し
、
新
島
先
生
は
其そ

れ
を
受
取
ら
ぬ
と

主
張
せ
ら
る
。

　

組
合
主
義
を
主
張
す
る
新
島
先
生
か
〔
が
〕、

如
何
し
て
無
宗
派
主
義
の
教
会
の
牧
師
に
な
る

事
が
出
来
る
か
。
其
の
人
の
主
義
如
何
を
知
ら

ず
し
て
、
新
島
先
生
を
牧
師
に
招
聘
せ
ん
と
せ

し
は
、
実
に
軽
率
な
事
で
は
な
い
か
」。

　

加
え
て
、
待
遇
問
題
で
あ
る
。

　
「
又
、
教
会
は
新
島
先
生
を
牧
師
と
し
て
何

程
の
謝
金
を
呈
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
か
。
ま

さ
か
五
円
や
十
円
や
で
は
、
米
国
帰
り
の
先
生

の
生
活
は
、
不
可
能
で
あ
ら
う
。
若も

し
、
充
分

な
る
謝
金
を
拂
は
ん
と
欲
せ
ば
、
勢
ひ
ミ
ッ
シ

ョ
ン
の
金
庫
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
教

会
は
此
の
点
に
於
て
、
何
ん
の
胸む

な

算ざ
ん

が
あ
っ
て
、

新
島
先
生
を
牧
師
に
招
か
う
と
し
た
の
で
あ
る

か
。
我
等
は
其
の
理
由
を
知
る
に
苦
し
む
」。

　

新
島
に
同
調
的
な
田
村
の
こ
う
し
た
姿
勢
は
、

そ
の
後
、
二
度
に
わ
た
っ
て
進
め
ら
れ
た
教
会

合
同
運
動
で
も
首
尾
一
貫
す
る
。

分
た
ち
の
牧
師
と
し
て
新
島
に
白
羽
の
矢
を
立

て
た
。
が
、
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
当
事
者
の
ひ

と
り
、
田
村
は
そ
の
原
因
を
こ
う
分
析
す
る
。

　
「
新
島
先
生
は
、
組
合
主
義
に
は
深
き
信
念

の
あ
っ
た
人
で
、
我
等
〔
横
浜
公
会
〕
と
は
大

主
義
（
会
衆
派
）
に
固
執
し
た
。
彼
の
宗
派
主

義
が
問
わ
れ
た
好
例
が
、
横
浜
公
会
牧
師
人
事

と
教
会
合
同
運
動
で
あ
る
。

　

新
島
が
ア
メ
リ
カ
留
学
を
終
え
て
帰
国
す
る

際
、
横
浜
公
会
（
現
横
浜
海
岸
教
会
）
は
、
自

左から小崎弘道、田村直臣、植村正久（本学神学部蔵）。
3人して東京青年会（東京YMCA）や『六合雑誌』を立ち上げた頃（1882年）
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教
会
合
同
運
動
（
そ
の
一
）

　

合
同
運
動
は
、
長
老
派
（
一
致
教
会
）
と
会

衆
派
（
組
合
教
会
）
と
の
間
で
都
合
、
二
回
に

及
ぶ
。
ま
ず
、
最
初
は
１
８
７
４
年
秋
で
、
前

者
の
横
浜
公
会
と
後
者
の
神
戸
公
会
が
協
議
し

て
、
合
同
を
確
認
し
た
。
と
こ
ろ
が
翌
年
、
い

ざ
成
約
と
い
う
段
に
な
っ
て
、
神
戸
側
が
態
度

を
急
変
さ
せ
た
。帰
国
し
た
ば
か
り
の
新
島（
在

大
阪
）
が
、
運
動
の
流
れ
を
変
え
た
。
彼
は
、

合
同
に
は
批
判
的
で
あ
っ
た
。

　
「
横
浜
公
会
は
先
方
よ
り
見
事
に
刎は

ね

付つ
け

ら
れ
、

初
恋
も
、
哀
れ
水
泡
に
帰
し
た
の
で
あ
る
」
と

田
村
は
記
す
。
で
は
、
破
綻
の
要
因
は
何
か
。

一
言
で
言
え
ば
、
教
会
運
営
、
す
な
わ
ち
教
会

政
治
（polity

）
の
差
で
あ
る
。

　

田
村
は
こ
う
指
摘
す
る
。

　
「
我
等
の
眼
か
ら
見
る
時
は
、〔
一
致
教
会
の
〕

代
議
政
治
〔
間
接
民
主
政
治
〕
と
〔
組
合
教
会

の
〕
会
衆
政
治
〔
直
接
民
主
政
治
〕
と
の
一
致

は
、
主
義
に
就
て
不
可
能
で
あ
っ
た
」。「
代
議

政
治
の
下
に
総
て
の
教
会
を
統
一
せ
ん
と
欲
す

る
は
、
余
り
虫
の
好よ

す
ぎ
る
話
で
あ
る
。
関
西

地
方
に
於
て
、
会
衆
政
治
を
有
し
て
居
る
教
会

が
、
代
議
政
治
に
屈
服
せ
ざ
り
し
は
、
大
い
に

理
由
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
」。

　

横
浜
か
ら
見
れ
ば
、
破
談
の
元
凶
は
、
新
島

の
宗
派
主
義
で
あ
る
。
合
同
推
進
派
の
井
深
は
、

「
新
島
襄
氏
等
、
之こ

れ

に
反
対
し
て
、
遂
に
其
の
議
、

破
れ
ぬ
」
と
断
罪
す
る
。

教
会
合
同
運
動
（
そ
の
二
）

　

そ
れ
か
ら
十
余
年
後
、
合
同
運
動
は
再
燃
す

る
。
今
回
も
同
じ
教
派
間
（
た
だ
し
教
団
レ
ベ

ル
）
な
の
で
、
田
村
は
「
第
二
の
結
婚
談
、
持

上
る
」
と
捉
え
る
。

　

１
８
８
６
年
の
冬
、
田
村
が
ア
メ
リ
カ
留
学

か
ら
帰
国
し
た
時
に
は
、
す
で
に
両
派
の
「
結

婚
相
談
」
は
進
行
中
で
あ
っ
た
。
海
外
で
教
派

の
実
態
を
見
知
っ
た
田
村
は
、
こ
の
時
点
で
す

で
に
悲
観
的
な
結
末
を
予
感
し
、「
其
の
相
談

の
初
め
か
ら
、
両
派
の
一
致
合
同
は
、
云
ふ
べ

く
し
て
行
は
る
べ
き
理
由
な
き
を
看
破
し
、〔
自

分
は
〕
正
反
対
の
地
位
〔
合
同
反
対
説
〕
に
立

っ
て
居
っ
た
」。

　

要
す
る
に
田
村
は
、「
絶
対
に
反
対
の
地
位

に
在
っ
た
。
植
村
君
と
私
が
、
南
極
と
北
極
に

立
ち
、
こ
の
異
っ
た
意
見
の
衝
突
が
、
私
が
植

村
君
と
の
親
交
を
破
る
の
止
む
な
き
に
至
り
た

る
理
由
で
あ
る
」。

　

田
村
に
よ
る
反
対
理
由
は
、
新
島
の
そ
れ
と

ま
さ
に
重
な
る
。

　
「
私
〔
田
村
〕
は
、
自
由
主
義
を
重
ん
じ
、

個
人
を
中
心
と
す
る
〔
組
合
〕
教
会
と
、
長
老

教
会
の
政
治
と
信
条
と
を
中
心
と
す
る
〔
日
本

基
督
〕
教
会
は
、
油
と
水
と
一
致
す
る
こ
と
の

出
来
ざ
る
が
如
く
、
日
基
と
組
合
と
は
、
一
致

の
出
来
な
い
事
を
主
張
し
た
」。

　
「
組
合
の
方
で
は
、
組
合
主
義
に
忠
義
な
る

新
島
先
生
が
、
私
の
如
き
地
位
に
居
ら
れ
た
。

不
思
議
な
事
に
は
、
い
つ
も
私
は
新
島
先
生
と

気
脈
を
通
じ
、
互
に
教
会
の
形
勢
を
知
ら
し
合

を
や
っ
て
居
っ
た
。
私
は
新
島
先
生
の
如
き
人

物
が
、
反
対
の
地
位
に
立
た
れ
る
以
上
、
必
ず

此
の
合
同
は
無
効
に
終
る
、
と
固
く
信
じ
て
居

っ
た
」。

　

要
す
る
に
、
長
老
派
の
当
事
者
中
、
田
村
は

新
島
に
も
っ
と
も
近
い
場
所
に
い
た
。
ふ
た
り

が
そ
れ
ぞ
れ
の
陣
営
の
中
で
置
か
れ
た
立
場
も
、

酷
似
す
る
。「
横
浜
バ
ン
ド
」
の
総
帥
た
る
植

村
と
の
確
執
が
、
新
島
と
田
村
を
結
び
合
せ
た

の
で
あ
る
。「
熊
本
バ
ン
ド
」
の
有
力
者
、
海

老
名
弾だ

ん

正じ
ょ
う

は
こ
う
回
想
す
る
。

　

教
会
合
同
運
動
で
は
、「
余
ら
の
方
で
は
宮

川
経
輝
が
急
先
鋒
で
、
小
崎
や
余
の
如
き
は
腰

が
弱
く
、
一
致
教
会
の
方
で
は
田
村
直
臣
の
如

き
を
置
き
去
り
に
し
て
も
決
行
し
よ
う
と
い
ふ

の
だ
か
ら
、
こ
ち
ら
も
新
島
を
斬
っ
て
も
出
て

行
か
う
と
あ
る
べ
き
だ
が
、
田
村
直
臣
と
新
島

襄
と
を
同
様
に
見
る
こ
と
は
出
来
ま
い
」
と
。

　

結
局
、
こ
の
時
の
合
同
運
動
も
田
村
の
予
測

通
り
、
失
敗
に
終
わ
る
。
植
村
が
そ
の
責
を
新

島
に
被
せ
た
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。
し

か
し
、田
村
は
二
度
目
の「
結
婚
破
談
の
理
由
」

の
ト
ッ
プ
に
、
当
事
者
間
に
お
け
る
新
島
へ
の

対
応
の
拙
さ
を
挙
げ
る
。

　
「
私
は
最
初
か
ら
〔
合
同
〕
反
対
の
位
置
に

立
っ
て
居
っ
た
か
ら
、
其
の
結
婚
破
綻
の
道
行

き
に
就
い
て
は
、
賛
成
者
よ
り
も
遥
に
能
く
知

る
事
が
出
来
た
。
組
合
教
会
も
一
致
教
会
も
、

新
島
先
生
を
無
視
し
た
の
が
、
其
の
理
由
の
重

な
る
一
つ
で
あ
る
」
と
断
言
す
る
。

　
「
新
島
先
生
は
、
組
合
教
会
〔
ア
ン
ド
ー
ヴ

ァ
神
学
校
教
会
〕
に
生
れ
、
組
合
教
会
の
〔
三

つ
の
〕
学
校
に
教
育
せ
ら
れ
、
組
合
教
会
〔
マ

ウ
ン
ト
・
ヴ
ァ
ノ
ン
教
会
〕
に
於
て
按
手
礼
を

受
け
、
教
師
〔
牧
師
〕
と
な
っ
た
人
で
あ
る
。

故
に
、
代
議
政
治
と
会
衆
政
治
と
一
致
す
る
事

の
出
来
な
い
位
は
、
誰
よ
り
も
先
に
知
っ
て
居

ら
れ
た
。
新
島
先
生
は
最
初
か
ら
、
反
対
の
地

位
に
立
っ
て
居
ら
れ
た
」。

　

田
村
は
、
第
一
回
合
同
運
動
が
失
敗
し
た
時

の
教
訓
が
活
か
さ
れ
て
い
な
い
、
と
警
鐘
を
鳴

ら
す
。
つ
ま
り
、
新
島
が
「
第
一
結
婚
破
談
の

際
も
、
デ
ビ
ス
教
師
〔
宣
教
師
〕
と
共
に
委
員

と
な
り
、
更
に
又
、
破
談
の
局
に
当
ら
れ
た
事

は
、
よ
も
や
忘
れ
は
し
な
い
」
と
。
つ
い
で
田

村
の
矛
先
は
、新
島
の
門
弟
と
も
言
う
べ
き「
熊

本
バ
ン
ド
」
の
面
々
に
も
向
け
ら
れ
る
。「
熊

本
バ
ン
ド
は
、
多
数
に
依
っ
て
新
島
先
生
を
棚

に
上
げ
ん
と
し
た
の
が
、
此
の
失
敗
を
招
い
た

大
い
な
る
理
由
で
あ
る
事
位
は
、
今
と
な
っ
て

解
ら
な
い
筈
は
あ
る
ま
い
」
と
痛
罵
す
る
。

　

田
村
に
よ
れ
ば
、
合
同
運
動
は
、「
露
骨
に

云
へ
ば
、
我
が
〔
長
老
派
〕
教
会
に
於
て
、
威

勢
を
逞
ふ
し
て
居
っ
た
横
浜
党〔
横
浜
バ
ン
ド
〕

と
、
組
合
教
会
内
に
於
て
、
非
常
な
勢
力
の
あ

っ
た
熊
本
党
〔
熊
本
バ
ン
ド
〕
と
が
、
同
気
相

通
じ
、
此
の
挙
を
企
て
た
の
で
あ
る
」。

「田村直臣　受洗五十年記念　明治七年十月十八日　1874─
1924」ハガキ（長田時行宛、本学人文科学研究所蔵）。
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「
国
辱
も
の
」
と
ば
か
り
、
日
本
の
マ
ス
コ
ミ

が
槍や

り

玉だ
ま

に
あ
げ
た
ば
か
り
か
、
身
内
の
長
老
派

か
ら
も
糾
弾
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、「
日
本
人

民
ノ
恥
辱
ト
ナ
ル
ベ
キ
事
ヲ
記
載
」
し
た
「
同

胞
ヲ
讒ざ

ん

誣ぶ

シ
タ
ル
モ
ノ
」
と
し
て
、
教
団
内
裁

判
で
告
訴
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。

教
団
総
会
で
は
、「
同ど

う

胞ほ
う

讒ざ
ん

誣ぶ

罪
」
の
罪
名
こ
そ
否
決
さ
れ
た

も
の
の
、
田
村
は
断
罪
さ
れ
た
。

T
he Japanese B

ride

は
、「
国

を
売
り
て
金
を
儲
け
る
為
に
著

は
し
た
る
も
の
で
あ
る
故
に
、

基キ
リ

督ス
ト

教
の
教
師
〔
牧
師
〕
た
る

資
格
な
し
」
と
の
「
判
決
」
が

出
た
。「
売
国
奴
を
以
て
我
が

首
を
刎は

ね

る
」
処
置
は
、「
横
浜

党
の
殺
人
罪
」
な
り
、
と
田
村

は
怒
り
を
こ
め
て
植
村
派
を
糾

弾
す
る
。

　

マ
ス
コ
ミ
で
田
村
を
弁
護
し

た
少
数
派
に
徳
富
蘇
峰
が
い
る
。

自
身
の
『
国
民
之
友
』（
二
三

二
号
）
で
「
若も

し
、『
日
本
の

花
嫁
』
を
書
き
た
る
程
の
過
失

を
以
て
、
之
れ
を
売
国
奴
な
り

と
罵
る
べ
く
ん
ば
、
日
本
の
言
論
界
は
、
極
め

て
狭
隘
な
る
も
の
な
り
。
吾
人
は
、
平
生
、
必

し
も
田
村
氏
に
感
服
す
る
者
に
非
る
も
、
日
本

基
督
教
会
が
、
名
を
之こ

れ

に
藉か

り
て
、
氏
が
教
師

職
を
剥
奪
し
た
る
は
、
正
直
の
処
置
な
り
と
信

ず
る
能
は
ず
」
と
論
評
し
た
。

　

蘇
峰
は
、
か
つ
て
同
志
社
を
退
学
し
て
東
京

へ
赴
い
た
際
、
新
島
と
の
約
束
上
、
近
在
の
教

会
を
訪
ね
た
。
牧
師
は
令
名
轟

と
ど
ろ

く
植
村
で
あ

っ
た
。
植
村
の
応
対
は
、
新
島
と
は
天
地
の
差

が
あ
っ
た
。
蘇
峰
は
「
斯か

か

る
漢

お
と
こ

」
な
ど
相
手

に
し
な
い
と
憤
慨
し
、
か
ね
て
の
キ
リ
ス
ト
教

疑
念
も
手
伝
っ
て
、
教
会
と
絶
縁
し
た
。
初
対

面
で
新
島
の
人
柄
に
ほ
れ
込
み
、
一
生
の
師
と

仰
ぐ
、
と
即
断
し
た
時
と
は
、
ま
さ
に
対
蹠
的

で
あ
る
。

　

牧
師
を
免
職
さ
れ
た
田
村
は
、
そ
の
後
も
独

立
伝
道
者
と
し
て
長
老
主
義
の
教
会
で
黙
々
と

牧
師
を
続
け
た
。
彼
が
古
巣
の
教
団
（
日
本
基

督
教
会
）
に
復
帰
で
き
た
の
は
、
事
件
よ
り
は

る
か
３
２
年
後
、植
村
が
亡
く
な
っ
た
翌
年（
１

９
２
６
年
）
の
こ
と
で
あ
る
。

嫁
」
事
件
（
１
８
９
４
年
）
で
あ
る
。
新
島
死

後
の
事
件
だ
け
に
、
新
島
と
の
接
点
は
す
で
に

な
い
。

　

事
件
の
発
端
は
、
田
村
が
英
文
で
出
版
し
た

著
作
、T

he Japanese B
ride

で
あ
る
。
同
書
は

敗
の
素
で
あ
っ
た
、
と
い
う
。
当
の
新
島
も
、

日
本
に
お
け
る
合
同
運
動
は
あ
ま
り
に
も
拙
速

で
、
準
備
不
足
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
。「
植・

村
氏
ノ
為
ニ
急
ク

・

・

・

・

・

・

・

ハ
、
大
不
同
意
」（
傍
点
は

本
井
）
と
の
不
満
を
漏
ら
し
て
い
た
。

　

最
後
に
田
村
が
挙
げ
る
要
因
は
、「
一
致
派

の
者
は
、
若も

し
一
致
、
組
合
の
両
教
会
さ
へ
合

同
す
れ
ば
、
他
の
宗
派
は
自
ら
頭
を
下
げ
て
、

不や
む
を
え
ず

得
已
、
我
が
合
同
に
加
は
る
に
相
違
な
い
と

云
ふ
浅
薄
な
考
へ
を
有
し
て
居
っ
た
」。こ
れ
は
、

メ
ソ
ジ
ス
ト
や
バ
プ
テ
ス
ト
と
い
っ
た
他
教
派

を
「
見
下
げ
た
考
へ
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
他

教
派
の
信
徒
は
、
一
致
派
の
驕お

ご

り
に
対
し
て
は
、

不
快
感
や
反
発
を
覚
え
、
合
同
運
動
が
む
し
ろ

不
調
に
終
わ
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
た
、
と
さ
え

暴
露
す
る
。

　

植
村
に
し
て
み
れ
ば
、
田
村
は
相
手
陣
営
と

気
脈
を
通
じ
て
反
対
運
動
に
暗
躍
す
る
獅
子
身

中
の
虫
で
あ
っ
た
。
許
せ
る
は
ず
は
な
か
っ
た
。

永
年
の
親
交
に
ひ
び
が
入
っ
た
の
も
、
無
理
は

な
い
。

「
日
本
の
花
嫁
」
事
件

　

ふ
た
り
の
最
終
的
な
破
局
は
、「
日
本
の
花

た
新
島
の
主
張
を
き
ち
ん
と
受
け
止
め
た
の
が
、

同
志
社
の
学
生
、
と
り
わ
け
同
志
社
教
会
の
青

年
信
徒
で
あ
っ
た
。

　

東
京
の
信
徒
で
新
島
に
共
鳴
し
た
の
は
、「
民

友
社
の
社
員
を
中
心
と
せ
る
霊
南
坂
教
会
で
あ

っ
た
」
と
田
村
は
観
る
。
た
し
か
に
終
生
、
新

島
に
傾
倒
し
た
徳
富
蘇
峰
が
率
い
る
民
友
社
で

は
、
社
を
あ
げ
て
反
対
運
動
に
加
勢
し
た
感
が

あ
る
。
そ
う
し
た
社
員
ら
を
側
面
か
ら
支
援
し

た
者
こ
そ
、
他
教
派
の
田
村
で
あ
る
。「
私
は

屡し
ば
し
ば

、
人
見
一
太
郎
、
大
西
祝は

じ
め

、
竹
越
與
三
郎

〔
三さ

ん

叉さ

〕
諸
氏
と
互
ひ
に
気
脈
を
通
じ
て
、
私

の
二
階
の
部
屋
で
〔
反
対
運
動
の
た
め
の
〕
集

会
を
開
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
」
と
証
言
す
る
。

　

人
見
や
竹
越
、
さ
ら
に
池
本
吉
治
な
ど
は
、

新
島
の
股こ

肱こ
う

と
な
っ
て
反
対
運
動
を
展
開
し
た

民
友
社
の
若
手
社
員
で
あ
る
。
田
村
は
、
東
京

に
お
け
る
新
島
派
の
参
謀
役
を
買
っ
て
出
た
。

　

さ
ら
に
田
村
は
、
結
果
を
早
急
に
求
め
す
ぎ

た
の
が
、
合
同
失
敗
の
一
因
で
あ
る
と
観
た
。

ど
こ
の
国
の
教
会
合
同
を
見
て
も
、
一
年
や
二

年
で
成
功
し
た
例
は
ひ
と
つ
も
な
い
。
カ
ナ
ダ

の
場
合
な
ど
、
す
で
に
二
十
年
も
か
け
て
い
る

が
、
い
ま
だ
に
そ
の
功
を
奏
さ
な
い
。
そ
れ
を

二
年
や
三
年
で
物
に
し
よ
う
と
し
た
の
が
、
失

　

ふ
た
つ
の
有
力
バ
ン
ド
が
新
島
を
無
視
し
た

こ
と
が
、
合
同
失
敗
の
最
大
の
要
因
だ
、
と
田

村
は
分
析
す
る
。

合
同
失
敗
の
要
因

　

そ
れ
以
外
に
も
、
田
村
は
い
く
つ
か
の
要
因

を
列
挙
す
る
。
い
ず
れ
も
的
を
射
て
い
る
。

　

新
島
は
あ
く
ま
で
も
「
主
義
の
人
」（
会
衆

主
義
者
）
で
あ
る
、
と
の
基
本
的
な
認
識
が
、

周
囲
の
者
に
は
希
薄
で
あ
っ
た
。そ
の
た
め「
先

生
の
心
情
を
疑
ふ
」
と
い
う
、「
実
に
怪
し
か

ら
ぬ
事
」
が
起
き
た
と
見
る
。
新
島
が
ア
メ
リ

カ
に
お
け
る
合
同
運
動
を
肌
身
で
体
験
し
て
い

る
こ
と
も
田
村
は
承
知
し
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
州
で
実
際
に
い
く
つ
も
の
会
衆
派
教
会
が

長
老
派
教
会
と
合
同
し
た
中
で
、「
一
、
二
を

除
く
外
は
、
長
老
主
義
の
教
会
に
呑
込
ま
れ
た
。

此
時
、
か
ゝ
る
活
例
を
目
撃
し
、
同
じ
結
果
を

我
が
国
に
生
む
事
を
〔
新
島
先
生
は
〕
能
く
知

っ
て
居
ら
れ
た
」。

　

新
島
は
、
会
衆
主
義
の
神
髄
で
あ
る
「
自
由

と
自
治
」
が
合
同
に
よ
り
喪
失
す
る
こ
と
を
憂

慮
し
た
。「
自
由
を
大
安
売
り
し
て
ま
で
も
」

合
同
す
る
こ
と
に
懐
疑
的
で
あ
っ
た
。
こ
う
し

海老名弾正に宛てた田村直臣のハガキ
（1930年11月21日付、本学人文科学研究所蔵）。


